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研究成果の概要（和文）：伝統的木造民家（古民家）を構成する植物由来の建材に焦点を当て、その持続利用を巡る伝
統的知識を生態学的な視点から読み解いた。古民家の骨組みには、周りの里山林に自生する樹木の種組成や強度特性に
応じた適材適所の使い分けがなされていた。木材供給源としての里山林では、モザイク状に小林分が区分けされ、樹種
の更新特性に応じた人為管理が営まれていた。屋根材を産する茅場では、茅の品質を良質に保つうえで毎年の火入れと
刈り取りが効果的であることが示された。以上のように古民家には、限られた自然資源を合理的かつ持続的に利用する
ための伝統的生態学的知識が凝縮されていた。

研究成果の概要（英文）：We examined traditional knowledge of sustainable natural resource use associated 
with the traditional farmhouses in central Japan from an ecological perspective. We found that tree 
species composition in nearby forests determined how wood is used, and that wood strength in structural 
timber is important. Satoyama forest is used as a timber source and is characterized by the patchy 
distribution of trees; it is managed sustainably, using the regeneration traits of varying tree species. 
In semi-natural grasslands that produce thatching material, annual burning and mowing are used to 
maintain a high quality of thatching grass. Thus, people living in traditional farmhouses are a rich 
source of traditional ecological knowledge that can be used to sustainably manage natural resources.

研究分野： 景観生態学
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様	 式	 Ｃ－１９	 

１．研究開始当初の背景 
	 生物多様性条約第 10 回締約国会議で国際
的に発信された SATOYAMA イニシアティ
ブに象徴されるように、日本の里山の伝統的
知識とその重要性は広く世界的に認められ
るようになった。しかし、その伝統的知識の
多くは科学的な実証が十分になされること
なく失われていく一方である。 
	 江戸時代〜第二次大戦前にたてられた伝
統的木造農家（以下、古民家）の部材には近
隣の山林に生育する樹木を使うのが普通で
あった。このため古民家では、樹種の生育特
性に応じた使い分けがその使用部位ごとに
なされていると考えられる。しかし、古民家
と周りの植生との関連性を実証的に示した
研究は限定的であり、古民家にみられる樹種
の使い分けの実態は十分に把握されている
とはいえない。全国的に古民家が解体され失
われつつある今日において、このような伝統
的知識を明らかにしておくことは建築史、景
観生態学、林学など様々な学問分野にわたっ
て重要であるだけでなく、風土に応じた木材
利用を考える上で実用面においても意義が
ある。 
	 そこで本研究では古民家をめぐる伝統的
知識に焦点を当て、その資材供給源としての
里山の植生管理に関する伝統的知識を建築
史学的および生態学的アプローチにより解
明することを目的とした。 
 
２．研究の目的 
	 植物資源の持続利用を基盤とする里山の
伝統的知識を明らかにするため、古民家の主
要資材である構造材（樹木）と屋根材（草本）
に着目し、次の２項目について、建築史学的
手法を応用し、生態学的な観点から総合的に
検討した。 
（1）古民家の構造材の樹種構成の把握 
（2）建材供給源としての里山（二次林、カ
ヤ場）の維持管理形態の把握 
 
３．研究の方法 
（1）古民家の構造材の樹種構成の把握	 
	 ①樹種構成：長野県内の合計 12 棟の古民
家を対象に実測調査を行い、部材の樹種を木
材組織の観察により同定した。	 
	 ②強度特性：長野県北部の豪雪地にたつ古
民家の主要構造材の強度特性を新材（文献
値）と比較した。	 
（2）建材供給源としての里山（二次林、カ
ヤ場）の維持管理形態の把握	 
	 ①里山林の管理と植生動態：長野県飯山市
柄山地区の利用放棄された里山林（約 20	 ha）
において植生の現況把握を行うとともに、今
後の樹木個体群の動態を推定した。	 
	 ②カヤ場での火入れの効果：長野県小谷村
の伝統的カヤ場（約７ha）において、屋根材
としてのカヤ（イネ科ススキ属）の品質に及
ぼす人為的管理（火入れ）の効果を検証した。	 
	 

４．研究成果	 
（1）古民家の構造材の樹種構成	 
	 ①樹種構成：合計 12 棟の古民家の構造材
の樹種組成から、その周りの植生や樹種の特
性に応じた適材適所の木材利用の実態が明
らかとなった。樹種組成にみられた地域差は、
少なくとも最大積雪深と対応していること
が示唆された。最大積雪深はその地域の森林
の優占種を規定する大きな要因である。特に
雪が多くブナが優占する長野県北部では、屋
根を支える構造材にブナが多く使用されて
いた（図１）。一方、雪が少ない同県中・南
部では、構造材の種組成は多様であり、アカ
マツ、クリといったそれぞれの地域の二次林
に一般的に出現する樹種で構成されていた。	 

	 
	 ②強度特性：雪深い地域に建つ古民家の構
造材に使われている樹種の強度特性を明ら
かにするため、解体された古民家から採取し
た４樹種（ブナ、コナラ属、トチノキ、スギ）
の古材を対象に強度特性を評価した。曲げ試

ブナ

図１．屋根を支える構造材にブナが多用されている例
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験を行い、それを新材（文献値）と比較する
ことで各樹種の強度特性を評価した結果、ブ
ナにおいて経年による強度上昇の傾向が示
唆された（図２）。曲げヤング係数の検討結
果からは、ブナとコナラ属において経年によ
る強度上昇の傾向が示唆された。このような
ブナやコナラ属の強度上昇には、組織成分や
結晶化度の増減といった木材の質的変化が
寄与している可能性がある。	 
	 ブナは多雪地において優占的に森林を形
成する樹種であることから、古民家へのブナ
材の使用は、豪雪環境下での理にかなった木
材利用形態を示唆しており、このことが豪雪
地帯での民家の発展を支えたと推察される。
すなわち、顕著な豪雪環境下においては、ブ
ナ林の成立が骨太な構造をもつ民家の建築
様式を発達させ、ひいてはその地での人の定
住にも貢献したと考えられた。	 
	 
（2）建材供給源としての里山の維持管理形
態	 
	 ①里山林の管理と植生動態：かつて薪炭や
建材にブナを多用していた調査地域では、ブ
ナ稚樹を適地に移植し更新させていた。1970
年頃に管理放棄された里山林（約 20ha）は、
豪雪の影響で森林の発達が遅いためか、かつ
ての森林利用の痕跡が現在もみられ、様々な
大きさや発達段階にある小林分（パッチ）が
モザイクを成していた。	 
	 ブナ成木の根元曲がりの度合いはナラ類
（ミズナラ、コナラ）よりも小さく、このこ
とは雪圧に対するブナの高い靱性と斜面で
の優れた直立性を示唆するものであった。ナ
ラ類やスギ植林の小林分内に点在するブナ
大径木は、標識木などとして意図的に保残さ
れた可能性が高く、ブナの更新に寄与する母
樹としての機能を持つと考えられた。このこ
とを支持する結果として、ナラ類やスギ植林
の小林分内ではブナ当年実生の生残率が比
較的良好であるうえに、ブナ稚樹のシュート
伸長量も良好であった。こうしたブナの良好
な更新状況から、当里山林は今後、管理放棄
状態が続いたとしても全域的にいずれブナ
林分へと移行すると推察された。	 
	 以上のように、資材供給源となった里山林
では、樹種ごとの更新特性を活かすことで適
地・適樹種の区割りによる林分管理がなされ
ていた。さらに、用材となる稚樹を適地に移

植したり母樹を意図的に保残したりするこ
とで人手による林分更新の助長もなされて
いた。こうした植生管理が作り出したシフテ
ィングモザイクの景観構造（図３）が里山林
の持続利用を可能にしていたと考えられる。	 
	 
	 ②カヤ場での火入れの効果：茅葺き屋根の
資材カリヤスやオオヒゲナガカリヤスモド
キを産するカヤ場の維持のために毎年行わ
れている伝統的な火入れの効果を調べた。そ
の結果、火入れを抑制すると、カリヤスの桿
ないし株の成長は制限されることが判明し
た（図４）。このことから、毎年の適度な刈
り取りと火入れが屋根材としてのカリヤス
の品質（太さ・密度・バイオマス）を均一に
保っていることが示唆された。	 

	 
	 以上のように古民家には、限られた自然資
源を合理的かつ持続的に利用するための伝
統的生態学的知識が凝縮されていた。こうし
た伝統知は、今後の持続可能な社会の再構築
において重要な役割を果たすと考えられる。	 
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